
 

 

 

 

プレスリリース 

令和元年８月２９日 

 

各報道機関 御中 

 

国立大学法人山梨大学  

 
 

医学部公開講座「すこやかに生きる」開講のお知らせ 
 
本学医学部では山梨医学会との共催で、公開講座「すこやかに生きる」を毎年開講して

おり、今年度は「最先端がん医療－がん検診で早期発見、最新治療で克服－」と題し、下

記の通り開講します。 

つきましては、当イベントを多くの方に知っていただくためにも、イベント情報欄等で

ご紹介のほどお願い申し上げます。また、当日の取材もよろしくお願い申し上げます。 

 
記 

 
【日時】令和元年１０月１４日（月・祝）１３：３０～１６：２５（１３：００受付開始） 
【場所】山梨大学医学部キャンパス臨床講義棟大講義室（山梨県中央市下河東１１１０） 
【講義】「がん検診をお受けください～長寿社会の必須検診～」 

横道洋司 医学部社会医学講座 准教授 
「新時代のがん医療：ゲノム検査と免疫療法」 

桐戸敬太 医学部血液・腫瘍内科学講座 教授 
「ロボットで切り開く最新のがん外科治療」 

三井貴彦 医学部泌尿器科学講座 准教授 
「がんと共によりよく生きる」 

谷口珠実 医学部健康・生活支援看護学講座 教授 
コーディネーター：山縣然太朗 医学部社会医学講座 教授 

谷口珠実 教授 
【内容】 
がんは日本人の死因第 1 位の身近な病気ですが、かつて不治の病と言われたがんは、国

の重点課題として整備されたがん基本法やがん登録制度などの様々な施策や、2018 年ノー

ベル医学・生理学賞を受賞された本庶佑 京都大学特別教授のがん免疫療法などのめざまし

い研究成果により治療可能な病気となりました。しかし、多くの患者が社会復帰を果たす

一方で、検診や適切な医療を受けないと怖い病気であることに変わりはありません。今回

の講座では、最先端のがん医療について、専門家がわかりやすく解説します。 
【定員】１５０名（先着順） 
※プログラム詳細や参加申込先等は、別添ご案内チラシをご覧下さい。 

 
（お問い合わせ先） 
〒409-3898 山梨県中央市下河東1110 
山梨大学医学域学務課公開講座担当 
電話：055-273-9334 FAX：055-273-6742 
E-mail：kokaikoza@ml.yamanashi.ac.jp 



令和元年度公開講座「すこやかに生きる」 
最先端がん医療－がん検診で早期発見、最新治療で克服－ 

がんは日本人の死因の第 1 位で、身近な病気です。かつて、不治の病と言われたがんも、国の重点課題として、

がん基本法やがん登録制度などの様々な施策、そして、昨年、ノーベル賞を受賞された本庶佑先生のがん免疫療法

などのめざましい研究成果により、いまや、がんは治る病気となり、多くのがん患者が社会復帰をしています。一

方で、がん検診や適切な医療を受けないと怖い病気であることに変わりはありません。 

令和元年の山梨大学公開講座「すこやかに生きる」では、がんを取り上げ、最先端のがん医療について、本学の

誇るがん医療の専門家がわかりやすく解説して、がんに打ち勝つ方法を伝授いたします。 

主催・山梨大学医学部       共催・山梨医学会 

 

開 催 日 時 令和元年１０月１４日（月・祝）１３：３０～１６：２５ 

会 場 山梨大学医学部キャンパス（中央市） 臨床講義棟大講義室 

対 象 者 一般市民 

演題と講師 
「がん検診をお受けください～長寿社会の必須検診～」 ３０分 

社会医学講座       准教授  横 道  洋 司 

講 演 内 容 

日本人男性の平均寿命は 81 歳、女性は 87 歳になりました。この 30 年間、高齢化の影響を除

いて考えても、がんの罹患は男女とも増えています。しかしがんにより亡くなる人は減っていま

す。検診、治療は大きく進歩しました。検診で早くがんを発見し、早く治療に入って頂くことの

重要性をこの講演でお伝えできましたら幸いです。 

演題と講師 
「新時代のがん医療：ゲノム検査と免疫療法」     ４０分 

血液・腫瘍内科学講座   教 授  桐 戸  敬 太 

講 演 内 容 

ゲノム検査と免疫治療の進歩により、がん医療は大きく様変わりしています。 

ゲノム検査により、がんに生じている遺伝子異常について網羅的に調べることにより、これま

での臓器別の治療の選択ではなく、遺伝子異常に基づいた薬剤の選択が可能になっています。 

免疫療法についても、抗がん剤や免疫療法相互の組み合わせなどによる、さらに進んだ段階の

治療が開発されています。 

この２つの視点から新時代のがん医療について、考えてみたいと思います。 

演題と講師 
「ロボットで切り開く最新のがん外科治療」      ４０分 

泌尿器科学講座       准教授  三 井  貴 彦 

講 演 内 容 

がんにおける最も有効な治療は、がんを確実に取り除くことにあります。従来は、身体を大き

く切り開くことによってがんを取り除いていましたが、近年のテクノロジーの進歩により、身体

に小さな穴を数か所開けるだけで手術を行う内視鏡手術が発展してきました。その最たるものが

ロボット支援手術になります。本講演では、現在行われているロボット支援手術の導入によって

切り開かれた「最新のがん外科治療」を紹介いたします。 

演題と講師 
「がんと共によりよく生きる」            ２０分 

健康・生活支援看護学講座 教 授  谷 口  珠 実 

講 演 内 容 

がんになって治療を受けたあとも、元気に過ごせる期間を延ばすだけでなく、自分らしく生き

生きと暮らすために生活を整え、苦痛なく楽しく生きることが大切です。治療後の再発や転移を

防ぐ対策も重要です。また、治療を受ける前の仕事を続けたり、趣味や旅行を楽しんだり、今ま

での生活を取り戻すことを社会復帰と言います。早期社会復帰には、経済的な効果だけでなく、

生きる希望や喜びを感じるなど、多くの利点があります。本講演では、がんになっても安心して

暮らすために、がんとの付き合い方、情報活用方法や社会資源の活用などについてご紹介します。 

質 疑 応 答  司会者及び各講師 

司 会 健康・生活支援看護学講座  教授  谷 口 珠 実 

コーディ 

ネーター 

社会医学講座        教授  山 縣 然太朗 

健康・生活支援看護学講座  教授  谷 口 珠 実 



【日程，会場，申込方法等】 

    １  開催日時  令和元年１0 月 1４日（月・祝） １３：３０～１６：２５  【受付】１３:００～ 

    ２  会    場  山梨大学医学部キャンパス（中央市） 臨床講義棟大講義室 

    ３  対 象 者  市民一般 

    ４  募集期間  現在～令和元年１０月４日（金） ８：３０～１７：００（土・日・祝日を除く。） 

    ５  募集人員  １５０名【先着順】 

    ６  受 講 料  無料 

    ７  修了証書  所定の課程を修了した方に修了証書を授与します。 

    ８  申込方法 

      （１）直接来学して申し込む場合： 下の申込書に記入して学務課窓口で手続きをしてください。 

      （２）郵送により申し込む場合： 下の申込書に氏名，住所，電話番号を明記して申込先に送付してください。 

      （３）FAX により申し込む場合： 下の申込書に氏名，住所，電話番号を明記して申込先に FAX してください。 

      （４）電子メールにより申し込む場合 

氏名，住所，電話番号を明記し下記アドレスに送信してください。 

Ｅ-mail ： kokaikoza@ml.yamanashi.ac.jp 

               ※ただし、メールにより申し込む場合は、題名を「公開講座申込」としてください。 

９  申込先及び問合せ先 

        山梨大学学務課公開講座担当（医学部キャンパス管理棟１階） 

         〒409－3898  山梨県中央市下河東１１１０番地 ℡ ０５５－２７３－９３３４ FAX ０５５－２７３－６７４２ 
 
【山梨大学医学部キャンパス案内図】  ※お車でお越しの方は、駐車場①又は②をご利用ください。 

  

 

令和元度山梨大学公開講座「すこやかに生きる」受講申込書 

                                                     （※印は記入しないで下さい。） 

ふりがな  ※整理番号 

氏   名   

住   所 
〒 

 

※日   付 

 
電話番号  

 

● 

保育園

臨床講
義棟 

会 場 



令和元年度山梨大学公開講座「すこやかに生きる」 

「最先端がん医療－がん検診で早期発見、最新治

療で克服－」 
がんは日本人の死因の第 1 位で、身近な病気です。かつて、不治の病と言われたがんも、国の重点課

題として、がん基本法やがん登録制度などの様々な施策、そして、昨年、ノーベル賞を受賞された本庶佑

先生のがん免疫療法などのめざましい研究成果により、いまや、がんは治る病気となり、多くのがん患者

が社会復帰をしています。一方で、がん検診や適切な医療を受けないと怖い病気であることに変わりはあ

りません。 

令和元年の山梨大学公開講座「すこやかに生きる」では、がんを取り上げ、最先端のがん医療につい

て、本学の誇るがん医療の専門家がわかりやすく解説して、がんに打ち勝つ方法を伝授いたします。 

 
【開催日時】 令和元年１０月１４日（月・祝）１３：３０ ～１６：２５ 【受付】１３:００～ 

【会   場】 山梨大学医学部キャンパス（中央市） 

      臨床講義棟 大講義室 

【対 象 者】 市 民 一 般   【受 講 料】 無    料  

【講義内容】 

「がん検診をお受けください～長寿社会の必須検診～」 

社会医学講座       准教授 横 道  洋 司 

「新時代のがん医療：ゲノム検査と免疫療法」 

血液・腫瘍内科学講座   教 授  桐 戸  敬 太  

 「ロボットで切り開く最新のがん外科治療」 

泌尿器科学講座      准教授 三 井  貴 彦 

 「がんと共によりよく生きる」 

健康・生活支援看護学講座 教 授 谷 口  珠 実 
 

＊司      会   谷 口 珠 実（健康・生活支援看護学 教授） 
 
＊コーディネーター   山 縣 然太朗（社会医学講座 教授） 

 
           谷 口 珠 実（健康・生活支援看護学 教授） 

主催：山梨大学医学部   共催：山梨医学会 

≪申込及び問合せ先≫ 

山梨大学医学域学務課 公開講座担当（医学部キャンパス管理棟１階） 

TEL：055-273-9334 FAX：055-273-6742 
Ｅ-mail ： kokaikoza@ml.yamanashi.ac.jp 

 

申込方法：住所・氏名・電話番号を明記したものを FAX 又はメールしてください。 

写真提供：富士五湖.TV（www.fujigoko.tv） 

 


